
５　アンケート結果

回収率100.0％ （回収数314名／参加者数314名）

人数 割合

は　い 263 83.7%

どちらともいえない 44 14.0%

いいえ 3 1.0%

無回答 4 1.3%

合計 314 100.0%

人数 割合

楽しい 97 30.9%

どちらともいえない 193 61.5%

楽しくない 23 7.3%

無回答 1 0.3%

合計 314 100.0%

人数 割合

感じる 208 66.2%

どちらともいえない 95 30.3%

感じない 11 3.5%

無回答 0 0.0%

合計 314 100.0%

人数 割合

いる 301 95.9%

いない 8 2.5%

その他 5 1.6%

無回答 0 0.0%

合計 314 100.0%

人数 割合

感じる 292 93.0%

感じない 12 3.8%

その他 7 2.2%

無回答 3 1.0%

合計 314 100.0%

人数 割合

いる 293 93.3%

いない 20 6.4%

無回答 1 0.3%

合計 314 100.0%

（６）職場に、あなたにとって、将来のモデルとなる看護師はいるか

（１）この研修会の参加により明日からまた頑張ろうと思えたか

（２）現在、病院で働いていることが楽しいか　※（再掲）回答理由

（３）現在、病院で働いていることにやりがいを感じるか※（再掲）回答理由

（４）現在あなたを支援するプリセプターはいるか

（５）現在、あなたを病棟（職場）のスタッフ全体で支えられていると感じるか
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（再掲）看護職員として働いていることが楽しいですか（回答理由） 主な意見・要約

職場の人間関係 ・優しい先輩に囲まれて少ないストレスで
仕事が出来ている。
・先輩や他職種スタッフの方が声をかけて
くださり、分からないことは教えてくださるの
で、日々成長を感じながら仕事できていま
す。

・いい先輩にかこまれて、わからないことを
教えてもらえるから。
人間関係が良好で研修も多く、ステップ
アップして実施できるから。
・看護業務は楽しいですが、先輩とのコ
ミュニケーションのことを考えると働くことは
しんどい。

上司からの指導や支援状況 ・先輩方がサポートしてくださって、できるこ
とが増えていくから。
・まわりが考えて教えていただいて行動で
きるようになったとき。
・仕事と家庭の両立をはかれている。家族
も病棟の先輩方も応援しているので頑張
れる。

・先輩は優しく指導してくれて嬉しいが、自
分が出来ていないことが多く落ち込む。
・先輩が優しく分からないことも教えてくれ
る。教えて下さいと言えば教えてくれるし、
先輩に誉められると嬉しい。

・先輩に迷惑をかけてばかり。
・できないことや失敗が多く先輩に申しえ
訳なく感じる。

知識や技術の習得 ・先輩にほめてもらえると嬉しくて頑張ろう
と思える。
・先輩を一緒に仕事をすることが楽しい。
・今までできていなかったことができるよう
になったり、自立した業務があると楽しいと
感じます。先輩方や同期と一緒に業務を
行うことも楽しい。

・今までできていなかったことができるよう
になったり、自立した業務があると楽しいと
感じます。先輩方や同期と一緒に業務を
行うことも楽しいです。
・業務により看護師を辞めたくなることがあ
るが、出来なかったことができるようになっ
た時に達成感を感じる。

・慣れないことが多く楽しいとは思えない。
4か月働いて徐々に看護技術が自立して
きた。

仕事に対する責任 ・看護学生の時に体験できなかった医療
処置ができたりと、やりがいがあるため。
・やりがいを感じることが増えてきたから。
・やりがいが大きいから。
・できた時にやりがいを感じるから。
・出来ることが増え、自信が少しついてき
たため。

・命の責任をヒシヒシと感じているから。
・人の命と関わっていると考えると、全部が
全部楽しいとは思えない。
・出来ることが増え、自信が少しついてき
たため。
・まだ業務と記録でいっぱいのため。

・責任のかかる仕事だと思い、気が重くな
ることがある。また、多重業務をこなすこと
が大変であるが、患者さんと話していると
きに楽しいと感じることはあるから。

仕事に対する思い ・自分がやりたい事を職にでき、今働けて
いることがうれしいから。
・人の役にたっていると感じるため。
・給料が良いから。
・4か月働いて徐々に看護技術が自立して
きた。
・できることが増えたり、少しずつ知識もつ
いて”なるほど”と分かるようになったことが
楽しい。

・看護師としても業務をできている気がしな
いから。
・楽しさもあるが「大変」の気持ちが大き
い。4月のころより楽しいと思えるようになっ
た。

・毎日大変で緊張によりストレスを感じ、看
護師として働いていることが生きがいを感
じることができず楽しさも感じていない。
・なりたかった仕事ではあるが、忙しくて常
に余裕がない。

患者との関係（関わり） ・できないことができた時。患者さんとのコ
ミュニケーションをとりつつ、観察できた
時。
・出来ることが増え、先輩に助けて、もらえ
ることが毎日楽しく働ける。また、患者の優
しい言葉で元気をもらえる。
・できること、わかることが増え、患者様の
ために少しでも役に立てていると思えること
があるため。

・患者さんとのかかわりの中で、学ぶことが
多くあるため。

勤務実態（職場環境） ・毎日忙しく技術などまだあまり身につけら
れていないため、楽しいより不安が多い。

心理面 ・怖いと思うこともあり、常に不安と怖さで
いっぱい。できることが増え感謝されること
も多くなり、少しずつ楽しく働くことが出来て
いる。
・楽しいが、毎日覚えることが多く業務に終
われ大変なため。

・やりがいも多くあるが、不安も多いため。
・毎日疲れる。
・まだ楽しいとはいえない。できることが少
ない。
・毎日が精一杯で責任の重さを日々痛感
し、ストレスが大きい。日々追われている
感じが強くて辛い。焦る。

・多忙な業務であったり、まだまだ分からな
いこと、できないことがあったりと毎日がと
てもせわしなく過ぎていくので中々気持ち
が追い付かないから。
・理不尽に思うことも多いから。
・自信が持てず答えられないときは気分が
沈んでしまう。

将来に対する不安 ・業務を覚えられるか不安。
・先輩への申し訳なさや自分のふがいなさ
が強くて出勤がおっくうだと感じる時があ
る。

カテゴリー 楽しい どちらともいえない 楽しくない
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（再掲）看護職員として働いていることにやりがいを感じるか（回答理由）　主な意見・要約

職場の人間関係 ・少しずつ自立できる項目が増え、振り返り
で先輩もそれを認めてくれているから。
・先輩にお願いされることが増え、できるこ
とが増えたと実感する時。
・がんばった時に認めてくれる先輩がいる
こと。新しい事をさせてもらえるように考え
てもらっていると感じる。

・一員として認められている感じがしないか
ら。
・患者から「ありがとう」や「これ美味しい
わ」と前向きな発言があると嬉しく感じる
が、先輩によってやり方が違い別の人のや
り方で行うと強く否定する人もいて、気分
が下がる。

上司からの指導や支援状況 ・先輩看護師から毎日たくさん教えてもら
えるから。
・先輩に支えられながら成長し、一人でで
きることが増えてきているから。
・忙しく周囲の助けを必要としているときに
先輩が支えてくれ、優先順位を一緒に考
えることができる。

・先輩看護師から「ありがとう」と言われた
時、自分が行ったことが正しかった、先輩
看護師の役にたてたときにやりがいを感じ
る。逆に迷惑をかけてしまったときは感じな
くなる。

知識や技術の習得 ・とても忙しいので、徐々に業務に慣れ優
先順位を考えて行動できたときは、やりが
いを感じる。
日々自立できることが増え患者さんとも密
に関れるようになり、やりがいを感じていま
す。

・業務をこなすことで精一杯だから。
・まだ、いろいろなことに勉強が必要で、先
輩に頼ることが多く、やりがいを感じる域ま
で到達していない。
・初めの頃より、出来るようになったことの
頻度が少なく、成長できているのかなと思
うこともある。

・できることが少なく、日々業務をこなすこ
とが大変なため
・自分ができる技術を増やすことで精一杯

仕事に対する責任 ・人の命に関わっていることがやりがいに繋
がっている。
・生命に大きく関わる仕事であると働いて
みて、とても思った。
・看護師という仕事はＩＴなど進む現場でも
代わりにはできないから。人にしかできない
から。

・ミスをしたり、できないことが浮き彫りに
なったりすると、看護師として未熟、先輩に
申し訳なさを感じてしまうため。患者さんに
感謝の言葉を頂いたときはやりがいを感じ
る。

・覚えること、学べることに精一杯で自身の
やったことに対するやりがいを感じられてい
ない。

仕事に対する思い ・患者さんが元気に退院していく姿を見た
時。
・チームの一員として仕事にやりがいを感
じてきた。
・医師からの指示をただ実践するだけでな
く、看護独自の視点で患者さんをみていけ
ることにやりがいを感じる。

・やりがいを感じてないわけではないが、余
裕がないことの方が多いため。
・業務をこなすことが優先事項になってい
る部分が自分の中にあり、業務がルー
ティーンワークになっている面がある。

・今は毎日やるべき事を時間内に終われ
るように働いている感じで、やりがい迄感じ
られない。

患者との関係（関わり） ・患者さまの「ありがとう」の言葉に支えにな
れているのではないかと思う。
・少しずつできることが増え、患者さまに感
謝される時。
・患者さんに感謝され「ありがとう」と言って
もらえるとうれしくなり、やりがいを感じる。

・患者さんとの関わりの中でやりがいを感じ
たり、嬉しい気持ちになることは多いです
が、その分色々なことへの緊張感も大きい
からです。
・患者と接している時だけ感じる。
・患者さんのためのケアや看護ができてい
るのか分からないから。

・患者さんの気持ちを考えたら余裕がな
い。

勤務実態（職場環境） ・未熟な新人の自分でも、チームの一員と
して働き、先輩に「ありがとう」と言われると
やりがいを感じる。

・忙しすぎるためやりがいを感じる余裕がな
い。
・つかれているので、やりがいを感じにくい。
・患者さんからありがとうと言われたとき
は、やりがいを感じるが、仕事量のおおさに
ついていけないこともある。

・とても看護業務をこなせている状態では
なく、簡単な雑用すら、ろくにできていない
のでやりがいはない。

心理面 ・患者や病院へ貢献できていると感じるた
め。

・患者さんが回復していき退院されると自
分の行った援助が自立につながったと少
し感じることができるが、寝たきり状態が変
わらずに日が過ぎると役に立っていたのか
不安になる。
・やりがいがどういくものか、よくわからない
から。

・できないことの方が圧倒的に多く申しわけ
なく感じることが多い。
・業務に追われ、患者さんの為や周りの為
といった事が出来ず、まだやりがいは感じ
られません。
・忙しくても目の前の業務をこなすのに精
一杯。

将来に対する不安 ・失敗したり、なかなか理解できなかったり
など看護師として働いていけるか不安に思
う。
・患者さんからの感謝で、やりがいを感じま
すが、周りと比べてできていないことが多
すぎて役に立ててないと思ってしまう。

カテゴリー 感じる どちらともいえない 感じない
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